
商業科（財務会計Ⅰ）学習指導案

１ 履 修 単 位 数 ４単位

２ 実 施 日 時 令和○年○月○日（ ）第○時限

３ 学 級 ２年 （ 名）

４ 使 用 教 科 書 新財務会計Ⅰ

（副教材等） 会計問題集 全商1級会計

ワークシート

５ 単 元 名 第○章 外貨建取引

６ 単元設定の理由（１）生徒観 本学級の生徒は、資格取得に意欲的であり、授業に対し真面目に取り組むこと

ができる。ほとんどの生徒が簿記に対して苦手意識がなく、全商２級レベルは

すでに定着している。

（２）教材観 イラストが多く、生徒が興味を持ちやすい。また色分けもされており、視覚

的にも理解しやすく学習意欲が高まる教材である。

（３）指導観 パワーポイントを使って、視覚からも伝えることで、外貨建取引の会計処理

の理解につなげる。また一人一台端末を活用することにより、学習意欲を高

め、学習理解を深められるよう指導する。

７ 単 元 の 目 標（１）外貨建取引の会計処理について理論と実務とを関連付けて理解するとともに、関連す

る技術を身に付ける。

(２）外貨建取引の会計処理に関する法規と基準及び会計処理の方法の妥当性と実務におけ

る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応する。

（３）外貨建取引の会計処理について自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主

体的かつ協働的に取り組む。

８ 単元の評価規準

９ 指導と評価の計画（全２時間）

第１次 外貨建取引の意味、為替レートによる円換算

外貨建ての買掛金・売掛金の処理、外貨建ての前払金・前受金・・ １時間（本時）

第２次 決算時の処理、為替差損益の表示、為替予約・・・・・・・・・・ １時間

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

外貨建取引の会計処理について理論

と実務とを関連付けて理解している

とともに、関連する技術を身に付け

ている。

外貨建取引の会計処理に関する会計

処理の方法の妥当性と実務における

課題を見い出し、科学的な根拠に基

づいて課題に対応している。

外貨建取引の会計処理について自ら

学び、適切な会計情報の提供と効果

的な活用に主体的かつ協働的に取り

組もうとしている。

【ねらい】・学習活動
評価の観点

評価規準・評価方法
知 思 態

第

１

次

外貨建取引の意味を理解し、適切な会

計処理を習得させる。円換算の意味を

理解させる。 ○ ○

外貨建取引の会計処理について

理論と実務とを関連付けて理解

しようとしているか。【観察・ワ

ークシート】

第

２

次

為替予約について、正しく理解させ

る。円安・円高の影響が実際の企業に

どのような影響を与えるかに興味を

持ち、自ら進んで調べさせる。 ○ ○

外貨建取引の会計処理に関する

会計処理の方法の妥当性と実務

における課題を見い出し、科学

的な根拠に基づいて課題に対応

しているか。【観察】



１０ 本時の指導目標 （１）外貨建取引の意味を理解させる。

（２）円換算の意味を理解し、適切な会計処理を習得させる。

１１ 本時の展開

時間

（分）
学習活動 指導上の留意点

学習活動における具体の

評価規準
評価方法

導入

（５分）

・生活の中で、外貨建取引

がどのような場面で使わ

れているか確認する。

・本時の目標を確認する。

・生活の中で外貨建取

引が存在することを

確認させる。

・本時の目標を示す。

展開

（３５分）

・外貨建取引や為替レート

による円換算の意味と会

計処理の必要性を理解す

る。

・外貨建ての買掛金・売掛

金の処理において、為替

差損益が発生することを

理解する。

・外貨建ての前払金・前受

金の処理方法を理解す

る。

・一人一台端末を使用し

て、練習問題を解く。

・解説を聞きながら、外貨

建取引の会計処理を正し

くできたか確認する。

・外貨建取引の意味や

会計処理の必要性を

理解させる。

・外貨建ての買掛金・売

掛金の処理方法を理

解させる。

・為替差損益が発生す

ることを理解させる。

・外貨建ての前払金・前

受金の処理方法を理

解させる。

・机間指導し、間違いが

多い箇所があれば全

体に説明し、理解させ

る。

・為替差損益の発生理由

について主体的に学習

しようとしているか。

（主体的に学習に取り組

む態度）

・外貨建ての買掛金・売掛

金・前払金・前受金に関

する適切な円換算を判

断し、適切に計算・表示

する方法を身に付けて

いるか。

（知識・技術）

・観察

・観察

・ワークシート

まとめ

（１０分）

・本時の内容を振り返る。

理解できたかどうか、各

自で振り返りをする。

・本時に学習した内容

をもう一度説明し、確

認させる。


